ぼくが新たな冒険への1歩を踏み出そうとしたそのとき、突然、電話のベルが鳴った。
ママがあわてて電話に出る。どうやら電話はパパからのようだった。ぽくはママにかわっ
て電話に出た。
『ネスかい。パパだよ。ママから話は聞いたよ。これからいろいろな困難にあうだろうが、
自分の力を信じて頑張りなさい。お金は時期を見て、口座に振り込んでおくから、うまく使
って冒険の旅に役だててくれ。パパは、いつもお前のことを誇りに思っているよ』
パパはそう言うと、電話を切った。受話器を置いたぼくは、改めて家の中を見回した。
なぜか、このまま家を出るとしばらくは帰ってこれないような予感がしたからだ。
ぼくは自分の生まれたこの家をしっかり瞼に焼きつけると、そのままママとトレーシーに
別れを告げて外に出た。いよいよ本当の冒険の旅を始めるときがきたんだ。2円
い3へ
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ぼくたちは、ついに力尽きた。薄れていく意識の中で、次々と倒れる仲間たちの姿をぼん
やりとながめる。みんな、ぼくが頼りないばかりに……ごめん……。
はつ。気付くと、ぼくは、病院の中にいた。看護婦さんが、うれしそうにぼくを見る。
「ああ、やっと気が付いたのね。よかったわ。お友だちはみんな元気に回復しているわよ」
看護婦さんの言葉が終わらないうちに、ポーラたちがどやどやと病室に入ってきた。

